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概要

昨今のインタ-ネットの発展は目覚しく,その社会的影響力が間題になるほどに普及が進みつ

っある.インタ-ネットが普及する以前は,技術的興味を持つものが自発的に電子メ-ルやWorld

wideWeb仰耶 のサ-バを設置し,その管理を行うことが主流であった.ノしかしながら,現在で

は組織内で担当者を決め,組織として責任を持って管理するといった体制がとられていることが

多いo

そこでは,管理を担当する者が必ずしも技術に精通しているとは限らず,日常的な運用作業だ

けでも大きな負担となることがあるo

-方で, -咋年来頻繁に起きているホ-ムペ-ジ改宏事件や, rNimdaJ , rCodeRedJのよう

なシステムのセキュリテイに関わる事件の発生が,インタ-ネットの普及に伴って増えている.

またこの1年でCATVや電話線に通信を重畳するブロ-ドバンド方式により回線の広帯域化が進

んでおり,サ-バの負荷やセキュリテイ上の間題も増加している.その結見電子メ-ルやWWW

サ-バを管理する技術力が益々要求されることになる.

本講義では,このような状況における組織のWWWサ-バの管理に関する技術的側面について論

じる. WWWの運営に関しては必ず電子メ-ルも関わるので,必要に応じて電子メ-ルサ-バの管

理についても触れる.また,最近増えているレンタルサ-バ,ホステイングサ-ビスについても

概要を紹介し,組織内でサ-バを準備する場合との比較検討を行うo

1. WWWサ-バとは

1. 1 WWWの基本原理

1. 2各種WWWサ-バシステム

1. 3 WWWサ-バ設定のボイント

2. WWWコンテンツの管理

2. 1一コンテンツの分類.組織化

2. 2デ-タベ-スとの連係

3.電子メ-ル

3. 1 WWW管理者のアドレス

3. 2コンテンツに依存した受付アドレスやメ-リングリスト



4.セキュリテイ技術

4. 1セキュリテイ推持の基礎

4.2アクセス記録くログl管理

4. 2機密漏洩防止と暗号化

4. 3フアイアウオ-ルの役割と限界

4.4利用者.担当者管理

5.レンタルサ-バとホステイングサ-ビス

5. 1レンタルサ-バとホステイングサ-ピスの概要

5. 2自組織でサ-バを準備する場合との比較検討
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1.はじめに

現鼠W.rld Wide Webく以下Weblを利用した情報提供がほとんどの大学図書館で行われて

いるo Webが情報発信のための便利な道具であることはもはや疑いようのない事実として定着し

たように見えるoしかしながら, Webが便利な道具であることは認めても,実際に情報発信しよ

うとなるとなかなか実行に移せない組織が多い.そこで本講義では,どの組織でも直面したであ

ろう,あるいは直面するであろう間題を,本学総合情報処理センタ-での経験を踏まえながら述

べてみたい.

2.図書館情報大学Webサ-バ構築の歴史

1993..当時学部3年の学生がWebサ-バを立ち上げる柑本で10番目ぐらいl.

1994ニディジ夕ル図書館ネットワ-クのサ-バが立ち上がる.

1995ニ総合情報処理セン夕-で個人ペ-ジサ-ビス開始o

1996こ図書館情報大学公式ホ-ム-ペ-ジ立ち上がる.

1998..本学的なWebサ-ピスをベ-スとしたシステムの運用が開始された.

2002..前システムの経験を踏まえ,システムが更新されたo

3.組織のWeb管理
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夕-の各部局がWebを使っで情報提供を行っているoこれら管理主体の異なるペ-ジを組織とし
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て運用するためには役割分担を明確化するともに,各部局の調整を行い,組織としての最終責任

を負う者く組織1が必要であるo

4.部局のWeb管理

総合情報処理セン夕-のペ-ジは毎週金曜日に更新するニュ丁ス,各システムのマニュアルー

利用節計実習室予約状況などから構成される.部局のWeb管理で大切なのは-手続きの明確化

と記録,および複数人による内容チェックであるo

5.セキゴリテイとプライバシ-

セキュリテイをがちがちに固めれば安全になるが,使い勝手は悪くなる.また,プライバシ-

に過敏になれば,情報公開はできなくなる.どうバランスをとるのかが鍵である.前システムで

起こったセキュリテイとプライバシ-間題について言及し,現行システムの運用について述べるo


